
１．異動が令和　年12月31日までで、一括徴収の申出がないため

２．令和　年５月31日までに支払われるべき給与又は退職手当等の額が未徴収税額（ウ）以下であるため

３．死亡による退職であるため
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１．異動が令和　年12月31日までで、一括徴収の申出があったため

２．異動が令和　年１月１日以降で、特別徴収の継続の申出がないため
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徴収予定額
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１.「宛名番号」の欄には《特別徴収税額通知書》に記載された宛名番号を記入してください。

２.転勤・再就職により異動後の勤務先で引き続き特別徴収を行う場合には、前勤務先で上蘭の事項を記入し、新勤務先へ回付願います。

３.新勤務先では「1.特別徴収継続の場合」欄の事項を記入し、1月1日現在の住所地（課税地）の市区町村に送付してください。

４．1月1日から4月30日までの間に退職した者に未徴収税額がある場合は、一括徴収することが義務づけられています。
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に係る給与所得者異動届出書
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